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コメント

① 砂移動解析について，再現計算時間４時間では，津波の振幅の減衰を十分に確
認できていない可能性がある

（第29回合同WG，平成21年４月２日）

② 海底面変動を示すグラフのスケールが小さい

（第29回合同WG，平成21年４月２日）
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コメントに対する回答（海底地形変化量分布図①）

再現計算時間を６時間に延長して砂移動解析を実施
数値シミュレーションは，藤井ほか(1998)及び高橋ほか(1999)の手法による
浮遊砂濃度の上限値Cmaxは1%に設定
対象津波は，取水口前面において最高水位を示す日本海東縁部の想定津波（Mw=7.85）と，最低水位を
示す長岡平野西縁断層帯(δ＝35°)による想定津波（Mw=7.64）

（参考）4時間後の海底地形変化量6時間後の海底地形変化量

最
高
水
位
ケ
ー
ス
（
日
本
海
東
縁
部
の
想
定
津
波
）

1号機 2号機 3号機 4号機 7号機 6号機 5号機

藤井ほか(1998) 藤井ほか(1998)

1号機 2号機 3号機 4号機 7号機 6号機 5号機

1号機 2号機 3号機 4号機 7号機 6号機 5号機

高橋ほか(1999) 高橋ほか(1999)

1号機 2号機 3号機 4号機 7号機 6号機 5号機
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【参考】4時間後の海底地形変化量6時間後の海底地形変化量

最
低
水
位
ケ
ー
ス
（
長
岡
平
野
西
縁
断
層
帯
δ=

35
度
）

コメントに対する回答（海底地形変化量分布図②）

藤井ほか(1998) 藤井ほか(1998)

1号機 2号機 3号機 4号機 7号機 6号機 5号機 1号機 2号機 3号機 4号機 7号機 6号機 5号機

高橋ほか(1999)

1号機 2号機 3号機 4号機 7号機 6号機 5号機

高橋ほか(1999)

1号機 2号機 3号機 4号機 7号機 6号機 5号機
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コメントに対する回答（最大堆積量分布図）

4

最大堆積量（解析時間＝6時間） 【参考】最大堆積量（解析時間＝4時間）

（
日
本
海
東
縁
部
の
想
定
津
波
）

最
高
水
位
ケ
ー
ス

（
長
岡
平
野
西
縁
断
層
帯
δ=

35
度
）

最
低
水
位
ケ
ー
ス

1号機 2号機 3号機 4号機 7号機 6号機 5号機

1号機 2号機 3号機 4号機 7号機 6号機 5号機

高橋ほか(1999)

高橋ほか(1999)

再現計算時間６時間のうちの最大堆積量を表す
数値シミュレーションは，侵食・堆積量のより大きいケースとして高橋ほか(1999)の手法による結果を
示す。

1号機 2号機 3号機 4号機 7号機 6号機 5号機

1号機 2号機 3号機 4号機 7号機 6号機 5号機

高橋ほか(1999)

高橋ほか(1999)
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コメントに対する回答（取水口前面の水位と地形変化①）

最高水位ケース

－　高橋ほか(1999)のモデル，Cmax＝1.0%　－

5

左図の青線(水位)と赤線(海底面)の差

4時間後以降も取水口前面に砂の堆積量の増加が見
られる号機もあるがその量は少ない

6時間の間，いずれの号機も取水口前面では常に３
ｍ以上の水深が確保されていることから補機冷却
海水ポンプの取水に影響はない

水位変動の振幅は約5時間後以降，収束傾向にある

左図の青線(水位)と赤線(海底面)の差
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最大堆積量約40cm
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約5時間10分後

コメントに対する回答（取水口前面の地形変化量と水位の関係①）

　最高水位ケース（例：４号機取水口前面）－　高橋ほか(1999)のモデル，Cmax＝1.0%　－

４号機取水口平面図

４号機取水口縦断面図

４号機取水口縦断面図（取水口近傍）

T.M.S.L.-5.50m(初期海底面標高)

T.M.S.L.-5.14m(海底面標高)

T.M.S.L. +3.20m
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例）約5時間10分後の地形変化量と水位の関係

水深　約3.3m

6

4号機取水口前面
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※最小水深（約3.2m）を示す時刻

（約1時間16分後）

T.M.S.L.-1.81m(水位)
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コメントに対する回答（取水口前面の水位と地形変化②）

7

左図の青線(水位)と赤線(海底面)の差

最大堆積量約20cm

左図の青線(水位)と赤線(海底面)の差
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4時間後以降も取水口前面に砂の堆積量の増加が見
られる号機もあるがその量は少ない

6時間の間，いずれの号機も取水口前面では常に２
ｍ以上の水深が確保されていることから補機冷却
海水ポンプの取水に影響はない

水位変動の振幅は約5時間後以降，収束傾向にある

最低水位ケース

－　高橋ほか(1999)のモデル，Cmax＝1.0%　－
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約４時間7分後

3号機取水口前面
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コメントに対する回答（取水口前面の地形変化量と水位の関係②）

　最低水位ケース（例：３号機取水口前面）－　高橋ほか(1999)のモデル，Cmax＝1.0%　－

T.M.S.L.-5.50m(初期海底面標高)

T.M.S.L.-5.29m(海底面標高)

T.M.S.L.-2.49m(水位)

３号機取水口平面図

３号機取水口縦断面図（取水口近傍）

３号機取水口縦断面図

T.M.S.L.+3.20m

例）約４時間7分後の地形変化量と水位の関係

水深　約2.8m

8

3号機取水口前面
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※最小水深（約2.0m）を示す時刻

（約42分後）
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コメントに対する回答（3号機～4号機取水口前面の地形変化量）

最大堆積量（解析時間＝6時間）海底地形変化量（地震発生後６時間）

（
日
本
海
東
縁
部
の
想
定
津
波
）

最
高
水
位
ケ
ー
ス

（
長
岡
平
野
西
縁
断
層
帯
δ=

35
度
）

最
低
水
位
ケ
ー
ス

3号機 4号機

3号機 4号機

3号機 4号機

3号機 4号機

3号機 4号機

3号機 4号機

3号機 4号機

3号機 4号機

－　高橋ほか(1999)のモデル，Cmax＝1.0%　－

9
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（参考）浮遊砂濃度上限値５％の場合（海底地形変化量分布図①）

再現計算時間を６時間に延長して砂移動解析を実施
数値シミュレーションは，藤井ほか(1998)及び高橋ほか(1999)の手法による
浮遊砂濃度の上限値Cmaxは５%に設定
対象津波は，取水口前面において最高水位を示す日本海東縁部の想定津波（Mw=7.85）と，最低水位を
示す長岡平野西縁断層帯(δ＝35°)による想定津波（Mw=7.64）

11

【参考】4時間後の海底地形変化量6時間後の海底地形変化量

最
高
水
位
ケ
ー
ス
（
日
本
海
東
縁
部
の
想
定
津
波
）

藤井ほか(1998)

1号機 2号機 3号機 4号機 7号機 6号機 5号機 1号機 2号機 3号機 4号機 7号機 6号機 5号機

藤井ほか(1998)

高橋ほか(1999)高橋ほか(1999)

1号機 2号機 3号機 4号機 7号機 6号機 5号機 1号機 2号機 3号機 4号機 7号機 6号機 5号機
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【参考】4時間後の海底地形変化量6時間後の海底地形変化量

最
低
水
位
ケ
ー
ス
（
長
岡
平
野
西
縁
断
層
帯
δ=

35
度
）

1号機 2号機 3号機 4号機 7号機 6号機 5号機 1号機 2号機 3号機 4号機 7号機 6号機 5号機

高橋ほか(1999)高橋ほか(1999)

藤井ほか(1998)

1号機 2号機 3号機 4号機 7号機 6号機 5号機 1号機 2号機 3号機 4号機 7号機 6号機 5号機

藤井ほか(1998)

（参考）浮遊砂濃度上限値５％の場合（海底地形変化量分布図②）



無断複製・転載禁止　東京電力株式会社

（参考）浮遊砂濃度上限値５％の場合（最大堆積量分布図）

13

再現計算時間６時間のうちの最大堆積量を表す
数値シミュレーションは，侵食・堆積量のより大きいケースとして高橋ほか(1999)の手法による結果を
示す

最大堆積量（解析時間＝6時間） 【参考】最大堆積量（解析時間＝4時間）

（
日
本
海
東
縁
部
の
想
定
津
波
）

最
高
水
位
ケ
ー
ス

（
長
岡
平
野
西
縁
断
層
帯
δ=

35
度
）

最
低
水
位
ケ
ー
ス

1号機 2号機 3号機 4号機 7号機 6号機 5号機

1号機 2号機 3号機 4号機 7号機 6号機 5号機

1号機 2号機 3号機 4号機 7号機 6号機 5号機

1号機 2号機 3号機 4号機 7号機 6号機 5号機
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（参考）浮遊砂濃度上限値５％の場合（取水口前面の水位と地形変化①）
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左図の青線(水位)と赤線(海底面)の差 左図の青線(水位)と赤線(海底面)の差
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4時間後以降も取水口前面に砂の堆積量の増加が見
られる号機もあるがその量は少ない

6時間の間，いずれの号機も取水口前面では常に２
ｍ以上の水深が確保されていることから補機冷却
海水ポンプの取水に影響はない

水位変動の振幅は約5時間後以降，収束傾向にある

最大堆積量約80cm

最高水位ケース

－　高橋ほか(1999)のモデル，Cmax＝5.0%　－
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約5時間7分後

（＝最小水深を示す時刻）

（参考）浮遊砂濃度上限値５％の場合（取水口前面の地形変化量と水位の関係①）

　最高水位ケース（例：４号機取水口前面）－　高橋ほか(1999)のモデル，Cmax＝5.0%　－

T.M.S.L.-5.50m(初期海底面標高)

T.M.S.L.-4.74m(海底面標高)

T.M.S.L.-2.34m(水位)

T.M.S.L. +3.20m

例）約5時間7分後の地形変化量と水位の関係

水深　約2.4m

4号機取水口前面
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４号機取水口平面図

４号機取水口縦断面図

４号機取水口縦断面図（取水口近傍）

4号機取水口前面
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（参考）浮遊砂濃度上限値５％の場合（取水口前面の水位と地形変化②）

左図の青線(水位)と赤線(海底面)の差
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左図の青線(水位)と赤線(海底面)の差

最大堆積量約120cm

4時間後以降も取水口前面に砂の堆積量の増加が見
られる号機もあるがその量は少ない

6時間の間，いずれの号機も取水口前面では常に１
ｍ以上の水深が確保されていることから補機冷却
海水ポンプの取水に影響はない

水位変動の振幅は約5時間後以降，収束傾向にある
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最低水位ケース

－　高橋ほか(1999)のモデル，Cmax＝5.0%　－
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3号機取水口前面
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　最低水位ケース（例：３号機取水口前面）－　高橋ほか(1999)のモデル，Cmax＝5.0%　－

T.M.S.L.-5.50m (初期海底面標高)

T.M.S.L.-4.31m(海底面標高)
T.M.S.L.-2.99m(水位)

３号機取水口縦断面図（取水口近傍）

T.M.S.L.+3.20m

例）約４時間６分後の地形変化量と水位の関係

水深　約1.3m

（参考）浮遊砂濃度上限値５％の場合（取水口前面の地形変化量と水位の関係②）
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３号機取水口平面図

３号機取水口縦断面図

3号機取水口前面
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約4時間6分後

（＝最小水深を示す時刻）
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コメントに対する回答（3号機～4号機取水口前面の地形変化量）

3号機 4号機

3号機 4号機

3号機 4号機

3号機 4号機

3号機 4号機

3号機 4号機

3号機 4号機

3号機 4号機

最大堆積量（解析時間＝6時間）海底地形変化量（地震発生後６時間）

（
日
本
海
東
縁
部
の
想
定
津
波
）

最
高
水
位
ケ
ー
ス

（
長
岡
平
野
西
縁
断
層
帯
δ=

35
度
）

最
低
水
位
ケ
ー
ス

－　高橋ほか(1999)のモデル，Cmax＝5.0%　－
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